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Ｈ－ⅡＡロケット９号機の打上げ準備状況

 Ｈ－ⅡＡロケット８号機の打上げ後、９号機の射場整備作業を再開。
 運輸多目的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ－２）を格納した衛星フェアリングと
ロケット機体との結合作業を問題なく完了。また、ロケット機体の機能
が良好であることを確認した。

 ロケット、衛星系等、全系の準備が整っていることを確認し、１４日よ
りカウントダウン作業を開始。

 なお、Ｈ－ⅡＡロケット８号機のフライトデータに基づく打上げ後評価
の結果、ＬＥ－７Ａ長ノズルエンジン等の新規適用品が良好に作動し
たことを確認した。

ペイロード：運輸多目的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ－２）
打上げ日：平成１８年２月１８日（土）
打上げ時間帯：１５：２６～１６：４４（ＪＳＴ）（※１）
打上げ予備期間：平成１８年２月１９日（日）～２月２８日（火）
（※１）打上げ日が２月１８日の場合。打上げ時刻は、打上げ日により、

１５：１０～１６：４６の範囲で変更する。

第２段
液体酸素タンク

第２段エンジン
（LE-5B）

第１段
液体酸素タンク

第１段
液体水素タンク

固体ﾛｹｯﾄﾌﾞｰｽﾀ
（SRB-A）

第１段エンジン
（LE-7A）

第２段
液体水素タンク

衛星フェアリング

固体補助ﾌﾞｰｽﾀ
（SＳB）

10月 1月 2月12月11月

（参考）８号機射場整備作業

Ｈ－ⅡＡ・Ｆ８打上げ

Ｈ－ⅡＡ・Ｆ９打上げ

９号機射場整備作業

極低温点検

極低温点検

極低温点検：打上げ当日と同じ手順でロケットへ液体燃料を充填し、ロケットおよび地上設備の機能等を確認する試験

（打上げ計画）


